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    認定NPO法人 

たすけあいの会ふれあいネットまつど 
TEL：047-346-0866  

FAX（専用）：047-346-0088 

E-mail：fnm2011@r4.dion.ne.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ：http://fnm2011.okoshi-yasu.com 

 

≪毎日の生活で５つの注意をしましょう≫ 

１．栄養と休養を十分取りましょう 
体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくなります。 

２．人ごみを避けましょう 
病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしましょう。 

３．適度な湿度と温度を保つようにしましょう。 
加湿器などで室内の適度な湿度を保ちましょう。部屋の

換気も忘れずに。 

４．外出後は必ず「手洗い」と「うがい」をしましょう。 
手洗は接触による感染、うがいはのどの乾燥を防ぎます。 

５．マスクを着用しましょう。 
人に対してという意味でエチケットマスクともいわれます 

≪インフルエンザ予防接種をしましょう≫ 
 ６５歳以上の高齢者には、流行前１回の接種で効果がある

と言われています。予防接種を受けてからインフルエンザに対す

る抵抗力がつくまでに2週間程度かかり、効果が十分に持続す

る期間は約 5 ヶ月間とされています。このことからも１１月中の

接種は効果も高くなります。なお、６５歳以上の松戸市民は接

種費用1000円ですみます。 
 

≪サービス従事会員の予防接種は必須。費

用はふれあいネットまつどが負担します≫ 
「自分が感染源にならない」ためにも予防接種は必須です

（医師から禁止されている方を除く）。接種費用は会が負担し

ます。病院の領収書を事務局に出して下さい。翌月の謝金・

給与と一緒にお支払いします。 

 

 

 ≪理事会からのお知らせ≫10.17 

１．ふれあいサービス・元気応援サービス新規利用申込を年内中止に 
（１）９月末現在で、２０人を超える方の利用申込に対してお応えできず、開始 

を待っていただいています。当初の見込み以上の利用希望者数の増加、利用 

者増に見合うだけのボランティア協力者の増加がないことなどが原因です。 

（２）そこで、１０月１日に遡り、現在待っていただいている方の新規利用開始を優 

先し、サービスが定着するまで、当面年内一杯の新規利用申込受付を中止さ 

せていただきます。新規利用申込に対しては、利用枠に空きが出るまでお待ち 

いただきますようお願い致します（待機者リストにカウント）。 

（３）困ったときはお互いさまのたすけあい活動への期待と要望が高まっていること 

を嬉しく、ありがたく思います。新規利用希望の方には、大変申し訳なく思いま 

す。前年に比べ１．５倍の利用者数に急増している事情をご理解いただきます 

よう、お願い申し上げます。 

２．ふれあいサービス・元気応援サービスの土日祝日を当面中止に 
（１）たすけあい活動は平日実施を原則として実施してきましたが、利用会員のご 

要望にお応えする形で、土日祝日のサービスが増えてきました。 

（２）このままの状態が継続すると、万一の事故への対応など、安全安心な活動

を担保することができません。事務局の体制等が整うまで、新たな土日祝日の 

利用受付を中止します（現行の透析通院などの特別な場合に限っては継 

続をします）。 

２０１６年度千葉県元気高齢者活躍サポート事業 

１０月１日（土）２日（日）に松戸市小金北市民

センターを会場に開催した研修会では、元気なシ

ニアが移動サービスの運転者に必要な知識と技術

を習得。授与された福祉有償運送運転者資格を

活かし地域活動に参加されることが期待されます。 

申込まだ間に合います！ 

車いす操作演習（上）、セダン

車両への乗降介助演習（下） 
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秋のイベント・

勉強会の詳細

はチラシをご覧

下さい。 

■ １１月会員定例会 
１１月２５日（金）１０時～１１時半 

①理事会報告②会員活動交 

流③介護保険現状ミニ勉強会 

■ ＡＥＤ寄付金ありがとうご

ざいました（10/1号未掲載分）。 

渡邉清治・藤田親作・川上柊・鈴木

順子（敬称略・順不同） 

■ イオン各店毎月１１日の 

イエローレシートキャンペーン 
イオン各店では毎月１１日は黄色いレ

シートを発行し、このレシート金額の

１％をボランティア団体へ還元（寄付）し

ています。 

合計１３７人 

合計２３３人 

１０月１６日（日）、松戸市小金の秋の恒

例行事、小金宿ぶらり市へ初めて出店。小

金宿の古刹東漸寺境内に１５０を超えるお

店が出店。絵画展、小学生の野点など、

狭い参道は大にぎわい。ふれあいネットまつ

どは街づくりの一環として、避難者交流サロ

ン黄色いハンカチと協働で出店しました。 

避難者交流サロンのマイショップを出店。避

難者の手づくり品を販売。 

ふれあいの居場所みんなんち、宣伝も兼ねて

コーヒーを販売、お店の後ろを休憩所に。 

 

男 

36％ 
女

64％ 

最新（2016.9.30）のデータによると、ふれあいネ

ットまつどの協力会員の男女比は、ついに男性会

員が女性会員より多数に。利用会員は大きな変

化はなく、男女比ほぼ４：６となっています。 

 協力会員の平均年齢は長らく６５歳でしたが、

１歳下がって６４歳に。一番数の多い年齢帯は、

６０歳～７９歳で、実に７０％を占めます。ふれあ

いネットまつどが元気シニアのＮＰＯと言われる所

以です。 

 また、グラフは掲載していませんが、協力会員の

会員歴をみると、５年以上（～１９年）が３０％に

対して、１年未満が３３％、実に会員の１／３に

なります。こうした分析をもとにした、組織活動の

在り方が求められています。 

 
６０歳～７９歳

の協力会員

は、７０％ 


